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研究成果の概要（和文）：研究の目的は、ネガティブ感情の制御についての文化差を、脳波計で測定される脳誘
発電位を用いて測定し、検討することであった。参加者は脳波計を装着し、実験室で脳波を用いた感情制御の課
題を遂行した。「注意条件」では、不快あるいはニュートラルな画像刺激をみて、自然に生じる感情反応に注意
を払うように教示した。「抑制条件」では同様の画像を見て自然に生じる感情反応を「抑え、隠すよう」に教示
した（これらの条件は被験者内要因で実施された）。解析の結果、抑制条件では不快刺激においてもニュートラ
ル刺激と同様の脳波（LPP)の反応が得られ、日本人参加者におけるネガティブな感情制御が示された。 

研究成果の概要（英文）：We tested whether the culture (interdependence and independence) would 
predict the ability to down-regulate emotional arousal with LPP. Participants were shown a series of
 negative or neutral pictures. They were instructed to suppress or attend to their emotions (within 
participants). During the task, their electroencephalogram was recorded and analyzed. The late 
positive potential (LPP) evoked by unpleasant (vs. neutral) pictures (a marker of emotional arousal)
 was reduced in the suppress (vs. attend) condition. This effect of emotion suppression was more 
pronounced for Japanese than European Americans. 

研究分野：社会心理学

キーワード： 脳波測定　感情制御　相互協調性　文化

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
負の情報へ行動調整傾向とは、負の情報への敏感性を促す性格特性である。自らの行動を柔軟に調整し周囲に合
わせる傾向が求められる相互協調的な文化においては、こうしたネガティブ感情の制御は適応的になり得るであ
ろう。北米において実施された同様の研究パラダイムにおいては、ネガティブ刺激に対しては脳活動で見ると感
情制御ができていなかった。しかし日本人の参加者や、北米におけるアジア系参加者のデータにおいてはネガテ
ィブ刺激を実際に抑制できることが明らかになった。こうしたネガティブ感情に対する制御の文化差は、リスク
が生じたときの社会・文化による反応を知る上でも大きな意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 
従来、基礎的心理プロセス、身体的健康、様々な性格特性などは、文化によらず普遍的なもの
として理論化されることがほとんどであった。この背後には、人とは社会から切り離され、社会
的要因とは別に理解できる実体であるとする従来の西洋二元論的理論的枠組みがあることがし
ばしば指摘される。しかし、過去 20年にわたる文化心理学、さらにより近年の文化脳神経科学
の実証研究は、この二元論的人間理解の限界を如実に示している（Kitayama & Uskul, 2011, 
Annual Review of Psychology）。人の心理システムを社会・文化と相互に構成する実体として理
論化する研究が今求められるゆえんである。基礎的性格特性である N の生物的健康効果を見よ
うとする本研究の方向性は、この相互構成的人間理解を探求する試みの延長上に位置付けられ
るものであった。 

 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では感情制御能力を脳活動指標で測定し、そこにある文化差を特定することを目的と
していた。北山ら(Kraus & Kitayama, 2019)の予備的なデータでは、不快な刺激に対する感情
制御ととらえらえるような脳波反応（late-positive potential, LPP）を抑制できる程度を測定し
たところ、相互協調性が高いアメリカ人では抑制がなされていた。また、アジア系アメリカ人で
はヨーロッパ系アメリカ人よりもこの傾向が強かった。本研究課題においては日本にいる日本
人を対象として、同様のパラダイムでの実験を実施し、ネガティブな刺激に対する感情制御傾向
を検討する。さらには日本の中でも京都と九州の二地点でのデータ収集と解析を実施し、国内の
地域差も検討する。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
近畿圏・九州と米国（ミシガン）でデータを収集した。H29 年からはデータ収集の準備と実際
のデータ収集を実施し、H31 年度初頭まで継続した。R1 年度には得られたデータの解析を実施し
た。すべてのサンプルから質問票データも収集した。研究手続きのサンプル間での均一化を徹底
するために、研究の実施に先立って十分な手続きの検討とプレテストを実施した。脳波のデータ
は、神庭・平野・北山・内田とその大学院生が連携し、過去の北山らの研究（Murata et al., 
2013, SCAN）に準拠して分析する。また時間周波数解析など、平野が行ってきた手法（Hirano et 
al., 2015, JAMA Psychiatry）も取り入れて解析を行った。 
実験参加者には脳震盪や頭部外傷、薬物使用歴、精神疾患など既往症のないことを確認した上
で実験に参加してもらった。参加者は、実験室で脳波を用いた感情制御の課題を遂行し、その後、
質問票に答えた。感情制御課題の刺激と感情制御課題の手続きは北山らの先行研究（Murata et 
al., 2013, SCAN）に準拠し、国際的に広く使われている「International Affective Picture 
System (IAPS, Lang et al., 1994)」より、強度（arousal）と不快度（unpleasantness）がと
もに高い画像と、強度が低く、不快でも快でもない画像を選択して用いた。 
参加者は、液晶カラースクリーンの前に着席した。スクリーンの上にはコンピュータ・カメラ
が取り付けられており、隣室の実験者が被験者の様子を見ることができるようになっており、参
加者には指示に従って画面上に提示される画像を見るように教示した。Ohira et al. (2006, 
NeuroImage)と Murata et al. (2013, SCAN)の手続きに依拠し、注意条件と抑制条件を比較し
た。注意条件では、画像をみて、自然に生じる感情反応に注意を払うように教示した。一方、抑
制条件では、画像を見て自然に生じる感情反応を抑え隠すように教示した。 
脳波（Electroencephalography, EEG）は、BioSemi 社製の 64チャンネルの BioSemiActive2 シ
ステムを用いて測定した。京大・九大・ミシガン大のすべてのサイトで同様のシステムを用いて
実施した。 
脳波測定にあたってはノイズの調整等、標準的手続きを用いて実施した。後頭中心部の電極
（Pz）で刺激提示後 500-700ms から継続して見られる顕著なポジティブ電位（Late Positive 
Potential, LPP）は、脳内における感情的情報処理を反映していることが知られている。先行研
究ではネガティブ＋注視条件では、文化にかかわらず正の電位が刺激提示後約 700ms で最大と
なり、それがそのまま持続していた。Murata et al.同様、 1500-3000ms での LPP の電位をもっ
て LPP の抑制の程度の指標とした。 
最後の質問紙調査においては、性格検査、行動調整傾向、相互独立性・相互協調性などを測定
した。 
 
 
 
 



４．研究成果 
 本研究のデータ解析には相当な時間を要した。 
 まず、アメリカにおけるデータにおいては、相互協調性が感情制御に影響を及ぼす要因となっ
ていた。相互協調性が低い群では、不快刺激における LPP の活動が見られた（ニュートラル刺激
では見られなかった）。そしてそれは注意条件でも抑制条件でも同様の状態であった。つまり、
抑制条件であっても、脳活動としては抑制できていなかったということになる。しかしながら相
互協調性が高い群では、注意条件と抑制条件で異なる LPP の活動が認められた。つまり、抑制条
件ではうまく感情制御ができていたことになる。そしてその傾向はアジア系のアメリカ人で、ヨ
ーロッパ系のアメリカ人よりも強かった。 
 今回の日本のデータを解析すると、アジア系アメリカ人に類似するパターンが示された。つま
り、不快刺激に対する LPP の抑制が、抑制条件で注意条件よりも見られていた。したがって、日
本人被験者においては不快刺激に対する感情制御が実際にできているということが示された。 
 全体的に、アメリカ人より日本人のほうが、抑制条件における不快刺激に対する LPP の活動は
低い傾向が示されていた。相互協調性が高い人ほど抑制するという効果も結果からは見いださ
れているが、他の統制要因なども入れたうえでのさらなる解析の必要がある。今後は本研究デー
タの分析をさらに進め、令和 2年度中に論文として国際誌に投稿する予定である。 
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